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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文において,執筆者が自ら作成した ASC検査を用いて,これまでほとんど詳細な数量的分析がな
されなかった変性意識状態全般の構造を解明しようとしたことは,重要な意味をもつものといえよう｡こ
れまでにも,催眠を中心にした一部の変性意識状態について,催眠感受性あるいは催眠深度を測定しよう
として作成された検査尺度や,日常体験されることのある催眠類似現象についてその頻度を調べようとし
た検査があったが,変性意識状態全般を対象とした検査は執筆者が初めて作成したものである｡その方法
として,単純に質問紙を構成するのではなく,被験者にまず過去に経験した最も印象深い特別な体験と思
われるものを想起させた後,それについて60の質問に答えさせて,その体験の特色を把捉するという方法
は独自のものといえよう｡
この ASC検査を用いて,変性意識状態を分析した結果,人為的変性意識状態および受動的 トラソスの
因子,瞬時的忘我の因子,自発的変性意識状態および純粋 トランスの因子の三因子が見出されたことは,
変性意識状態全般の構造の理解に重要な意味をもつものであり,今後この領域の研究を行う場合に参考に
せねばならない｡また類催眠経験やイメージ経験との関連性も,ある程度把捉されたが,実際の催眠体験
やバイオフィードバック体験,あるいは,vigilancetaskなど変性意識状態を生起させると思われる手続
きを行った後の ASC検査得点がむしろ対照条件に比べて低いという興味ある知見を得ている｡さらに,
ASC得点の高い個人が,性格検査では抑欝性が高く,神経質な特徴を示し,むしろ不適応に近いものと
思われる点を見出したことも重要な意味をもっている｡
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しかし執筆者も指摘しているように,催眠やバイオフィードバックなど,人為的な変性意識状態の ASC
得点の低い事実がどのような意味をもつかについてはまだ充分な分析がなされたとは言い難い｡そして,
その事実が,自然状態における最も印象の強かった変性意識状態を選んで,それについて質問に答えると
いう,執筆者の考案した ASC検査の一般的施行条件を対照条件として比較していることと,どのような
関連性があるかについて,必ずしも充分な検討がなされていない｡また ASC検査の10カテゴリーの命名
にもかなり問題は残っており,特に ｢宇宙識｣など定義のあいまいなものも含まれている｡
このような難点はあるにせよ,変性意識状態の科学的研究-の道を開拓したものとしてこの論文の意義
は重要である｡またこの研究は人格の成長や適応と関連する面が少からずあり,その点で教育心理学的な
意義も大きい｡
よって,本論文は教育学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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